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研究成果の概要（和文）： 
この研究では、ケインズとカレツキの経済学の体系について、理論・思想・政策の三つの側

面から総体的な再検討を試みた。今日の政治経済学の多様な展開に照らして二人の学説を評価
している点に、本研究の特色がある。研究成果のおもな内容は、次の二点にまとめることがで
きる。第一に、ポスト・ケインズ派における金融理論の新展開を踏まえつつ、ケインズの貨幣
経済論の今日的な意義について検証した。第二に、ケインズの見解と対比しながら、カレツキ
の経済政策論の特質と意義を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
     This research totally re-examined the economics of Keynes and Kalecki from 
three aspects of economic theory, thought and policy. It appraised their ideas in light of 
various developments of modern political economy. Main contents of research results 
are as follows. First, this research investigated the modern relevance of Keynes’s 
monetary economics, basing on the latest achievements of Post Keynesian monetary 
theory. Secondly, it clarified the feature and significance of Kalecki’s ideas on economic 
policies in comparison with Keynes’s ones. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究で考察の対象とするのは、ケインズ

（J. M. Keynes）とカレツキ（M. Kalecki）

の経済学である。ケインズとカレツキが、国

民所得の水準が有効需要によって決定される

と主張する「有効需要の理論」の同時発見者

であることは、今日では周知の事実である。

そして、経済システムを取り巻く多様な社会

的・政治的要因を分析の射程に収めつつ、貨

幣的・金融的要因のはたらきが実体経済に及

ぼす影響に注目するというケインズとカレツ

キの視点は、ポスト・ケインズ派をはじめと

する現代の政治経済学の諸潮流によって受け

継がれ、いっそうの発展が進められている。

しかしながら、ケインズとカレツキのあいだ

で理論的枠組みや分析の方法に大きな相違が
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あることもまた事実である。さらに二人の知

的背景や資本主義経済についてのビジョンは、

まったくと言ってよいほど異なっている。 

このような事情を反映して、ケインズとカ

レツキの分析の継承と発展を志向するポス

ト・ケインズ派の内部においても、複数の異

なるアプローチが存在している。すなわち、

①歴史的時間のもとでの不確実性・期待・貨

幣の連鎖に注目し、資本主義経済における非

自発的失業の発生は貨幣と契約の利用に関係

していると主張する「ファンダメンタリス

ト・ケインジアン」、②階級間コンフリクト

の作用に焦点を合わせながら、不完全競争経

済のもとでの価格形成と所得分配、景気循環

と経済成長の機構を解明しようとする「カレ

ツキアン」、③ピエロ・スラッファの洞察に

もとづき、新古典派の限界理論に取って代わ

る価格と分配の理論を構築しようと試みる

「新リカード派」（スラッフィアン）の三つ

がそれである。これら三つのアプローチのあ

いだには多くの矛盾や対立が存在しているの

で、ポスト・ケインズ派は首尾一貫した枠組

みを備えていないという批判がこれまで多く

の論者によって示されてきた。 

したがって、ポスト・ケインズ派の内部で

の議論を整理し、それぞれのアプローチの有

する長所と短所を明らかにするためには、ま

ずその源流となっているケインズとカレツキ

の原典に遡り、その現代的可能性がどこにあ

るのかを探り当てるという作業が必要となる。

それとともに、ポスト・ケインズ派の主要な

理論的源泉であるケインズとカレツキの経済

学の体系をその理論・思想・政策の三つの側

面から総体的に再検討し、さらに両者の枠組

みを比較検討することによって、ポスト・ケ

インズ派の統合へと向かう道が開かれてくる

に違いない。 

今日、ポスト・ケインズ派は、総需要の重

要性に加えて、社会的コンフリクトと権力の

作用、不確実な世界における期待の役割、貨

幣供給の内生性など、マクロ経済分析に関す

る多くの基本的な見解を共有したうえで、論

理的に一貫した枠組みを構築しつつある。こ

のようなかたちでケインズとカレツキの統

合に向けて着実な歩みが進められている現

在、この二人の先行者の洞察にあらためて立

ち返ることの意義は大きい。 
 
２．研究の目的 

ケインズとカレツキの経済学を理論・思

想・政策の三つの側面から総体的に再検討す

ることが、本研究の目的である。 
第一は、経済政策論についての検討である。

今日、グローバル化のもと、賃金と雇用の抑

制を通じて国際競争力を強化することをめざ

す新自由主義路線が先進資本主義諸国におい

て支配的な潮流となっている。そのような状

況のもとで、平等主義的な経済戦略を再構築

することが政治経済学にとって差し迫った課

題の一つとなっている。ケインズとカレツキ

の本来の経済政策論を検討することによって、

旧来型の有効需要政策の問題点が明らかにな

ると同時に、代替的な経済戦略を構想するう

えでの手がかりを得ることができるであろう。 
 これと密接に関連して、第二に、自由主義

や民主主義をめぐる思想についての再検討が

重要な課題となる。グローバル化と新自由主

義政策によって資本主義がその相貌を大きく

変えているなかで、自由と民主主義をめぐる

諸問題について卓越した洞察を残したケイン

ズとカレツキの思想に立ち返ることは、これ

からの社会経済システムを構想していくさい

に多くの有益な示唆をあたえてくれるに違い

ない。 
 第三に、1970 年代以降の資本主義において

は、金融部門の役割が著しく拡大している。

したがって、近年の先進資本主義経済におけ

る金融部門の拡大、金融市場のグローバル化、

金融システムの不安定化を理解するためには、

貨幣的要因が実体経済に及ぼす影響について

の分析枠組みをさらに拡張していくことが求

められる。貨幣経済の不安定性に関するケイ

ンズとカレツキの分析は、これらの問題につ

いて考察していくさいにも、一つの有益な視

点を提供するものである。 
 
３．研究の方法 
(1)経済理論 

経済理論の領域においては、現代資本主義

の金融不安定性の解明に向けて、ケインズと

カレツキの金融分析を現代経済学の観点か

ら捉え直し、それを通じて新たな発展の方向

を探ることが中心的な課題となる。ケインズ

とカレツキはともに、実体経済の活動に対し

て貨幣的・金融的要因が重大な影響を及ぼす

ことを鋭く指摘していたが、現代の資本主義

においてますます増大している金融部門の

役割を適切に理解するためには、いっそうの

枠組みの拡張が必要とされる。 
周知のように、金融不安定性の問題につい

ては、ケインズとカレツキの枠組みを理論

的・実証的に拡張していこうとする多くの試

みがポスト・ケインズ派経済学者たちによっ

て精力的に進められている。本研究では、ポ

スト・ケインズ派における最近の金融分析の

展開を踏まえつつ、ケインズとカレツキの理



 

 

論について改めて貨幣経済理論の視点から

の再解釈を試みるとともに、その拡張の方向

について考察する。 
 
(2)経済思想 

思想の面では、ケインズとカレツキの政治

的ビジョンがいかなるものであったのかを究

明する。ケインズに関しては、自由主義およ

び社会主義に対する彼の見解について検討す

ることが主な課題となる。経済システムを安

定化するためには、自由・効率・公正という

三つの基準を同時に成立させる必要があると

いうケインズの見解は、新自由主義政策のも

とで各種の経済的・社会的格差が拡大してい

る今日において、きわめて大きな意義を有し

ている。 
他方でカレツキは、ケインズよりも平等な

所得分配の実現に大きな関心を寄せていた。

また彼は、さまざまな意思決定の場において

労働者・大衆の参加を拡大していくことを重

視していた。それと同時にカレツキは、資本

主義経済のもとでは、経済政策の実行に多く

の政治的・社会的困難がともなうことを認識

していた。こうしたカレツキの見解は、ケイ

ンズ政策の限界の一つを指し示すと同時に、

経済政策形成に対して政治的・社会的構造が

及ぼす影響について考察するうえで、今日に

おいても有益な示唆をあたえている。 
したがって本研究では、ケインズとカレツ

キの経済政策思想の検討を通じて、これから

の経済社会が進むべき方向について多くの

含意を導き出そうと試みる。 
 
(3)経済政策論 
近年、グローバル化や新自由主義政策が先

進資本主義経済のパフォーマンスに及ぼして

いる影響をさまざまな側面から分析する研究

が多く生み出されている。したがって、これ

らの研究成果を吸収することを通じて、新自

由主義の限界がどこにあるのか、また平等主

義的な経済戦略を再構築していくさいの課題

は何かについての理解を深める。 
それを踏まえ、ケインズとカレツキの本来

の経済政策論がどのようなものであったのか

について再検証を行なうとともに、二人の経

済政策論を比較検討する。完全雇用を実現す

るために「有効需要の理論」にもとづく経済

政策を提唱している点において両者は共通し

ている一方で、二人の理論的枠組みの相違に

よって、それぞれが主張する経済政策もいく

ぶん異なったものとなっている。とくにカレ

ツキの政策論には、所得再分配政策の必要性

を強調しているなどの特徴がある。これらの

相違点について、政策論とその背景にある理

論と思想との関係を考慮に入れながら検討を

加える。 
 
４．研究成果 
この研究では、ケインズとカレツキの経済

学の体系について理論・思想・政策の三つの

側面から総体的に再検討し、そのうえで両者

の枠組みの比較検討を試みた。ポスト・ケイ

ンズ派をはじめとする今日の政治経済学の

多様な展開に照らして二人の学説を評価し

ている点に、本研究の特色がある。その成果

は、３編の論文、２編の図書などで既に公表

されているとともに、今後も学術誌および図

書において研究成果の発表を予定している。

研究成果のおもな内容は、以下の三点にまと

めることができる。 
 
(1)ケインズの貨幣経済論 
 経済理論および経済政策の領域において

は、ケインズ自身の理論に立ち返りつつ、ポ

スト・ケインズ派の金融理論と金融政策につ

いて研究を進めた。とくに今日の主流派マク

ロ経済学の枠組みとの異同を探ることによ

って、ポスト・ケインズ派経済学の意義と可

能性を明らかにしようと努めた。その成果の

一部は、鍋島直樹「ポスト・ケインズ派貨幣

経済論の回顧と展望」『季刊経済理論』第 46
巻第 4 号、2010 年、において公表されてい

る。 
 ケインズは、短期においても長期において

も貨幣は中立的ではなく、それゆえ生産や雇

用などの実体経済活動に影響を及ぼすと主

張した。ポスト・ケインズ派は彼の見解を継

承し、それをさらに発展させようと試みてい

る。この論文では、ポスト・ケインズ派貨幣

経済論の最近の展開を展望することによっ

て、ケインズ革命の核心を明らかにするとと

もに、代替的な経済理論と経済政策の方向を

探っている。貨幣経済における失業の原因、

内生的貨幣供給の展開、ニュー・コンセンサ

ス・マクロ経済学批判などの主題を扱う。ケ

インズの洞察の重要性について、現代経済学

の知見を踏まえて考察を加えている点に本

研究の特徴がある。 
 
(2)カレツキの経済政策思想 

これと併せて、経済政策論の面に関しては、

ケインズの見解と対比しつつ、カレツキの経

済政策論の特質と今日的な意義について研

究を進めた。あわせて、カレツキの社会経済

思想にも考察を加えた。この領域における研

究成果は、鍋島直樹「カレツキの経済政策論



 

 

――完全雇用の政治経済学」『経済科学』（名

古屋大学）第 57 巻第 1 号、2009 年、および

鍋島直樹「ケインズ主義の可能性と限界――

カレツキ経済学の視点から」『現代思想』第

37 巻第 6 号、2009 年、において公表されて

いる。 
 カレツキは、経済体制としての社会主義の

優位性を信じていた一方で、失業・貧困・不

平等など、資本主義経済の弊害を緩和するた

めの方法を絶えず模索していた。有効需要の

不足が失業の主な原因であるという見解に

もとづき、彼は、完全雇用を実現するために、

公共投資、大衆消費への補助、所得再分配と

いう方法を提唱した。 
 しかしながらカレツキは、資本主義経済に

おいては、完全雇用を維持することに対する

重大な政治的・社会的制約が存在すると考え

ていた。経済政策は、さまざまな社会諸集団

の利害対立の結果として形成されるので、政

府の介入は決して整合的なものとならない

からである。資本主義経済の内部における多

様な社会的コンフリクトの作用についての

深い洞察を示している点に、カレツキの経済

学の今日的な意義が認められる。 
さらに本研究では、カレツキ経済学の視点

によりつつ、戦後資本主義におけるケインズ

主義の興隆と危機の歴史的・社会的背景につ

いて考察するとともに、新自由主義政策に代

わる代替的な経済政策の方向についても検

討を試みた。 
 
(3)『ケインズの闘い』の翻訳出版 
さらに本研究課題の一環として、ジル・ド

スタレール著（鍋島直樹・小峯敦監訳）『ケ

インズの闘い――哲学・政治・経済学・芸術』

藤原書店、2008 年、を翻訳出版したことも

成果の一つに挙げられる。同書は、哲学・政

治・経済学・芸術という四つの軸に沿って、

ケインズの思考と活動について包括的に論

じた著作である。多くの全国紙や週刊経済誌

の書評欄で取り上げられるなど、経済学研究

者のあいだにとどまらず、広く社会において

も反響を呼ぶこととなった。 
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